
（別紙様式４） 令 和 ６ 年 度 学 校 評 価 学 校 関 係 者 評 価 報 告（こども園）  こども園名〔京丹後市立丹後こども園〕 

こども園経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度こども園経営の重点（短期経営目標） 

・生活や遊びの中で様々なことに心

を動かし、豊かな園児を育む。 

・地域に愛され、保護者に信頼される

園づくりを進める。 

・職員同士が互いに学び合える組織

づくりを進める。 

〇生活の中で一人一人の園児の声を聞き、気持ちに寄り添うことで自分の思

いや考えを伝えようとする園児の姿がたくさん見られるようになった。 

○園の生活や活動の様子を動画やクラスだよりなどでアプリを使ってタイ

ムリーに知らせてきたことで保護者と連携して教育・保育を進めることが

できた。 

△正職員は、職員会議や日々の保育の振り返りをすることで援助や環境に

ついて話し合う機会をもつことはできたが、会計年度職員に細かく伝え

ることができないこともあり、実践につながらないこともあった。 

「やってみたい！やってみよう！いっぱい遊んでつながっ

て」～一人一人が輝き、育ち合えるこども園をめざして～ 

・様々な人やものと関わったり触れ合ったりしながら、豊

かな心を育てる。 

・友達と力を合わせたり異年齢児との関わりを楽しんだり

しながら集団の中で育ち合える環境を設定する。 

・職員の連帯・協働意識の高揚を図り、「チーム」で取り

組む体制をつくる。 

評価項目 重 点 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題（自己評価） 学校関係者評価 

保幼小中一

貫教育の推

進（保幼小接

続） 

『丹後学園』間の連携 

・幼児期の学びがどの

ように深まり、広が

っていくのかを見

通す。 

 

・児童期の育ちを見通

した教育課程を編

成する。 

・小学校との交流を通して幼児と児童の実態を知り、

子どもの育ちへの理解を深める。 

・研修会や連絡会等を通して幼児教育と小学校教育

の指導方法の違いを知り、互いの教育への理解を

進め、幼児や児童の発達を捉えた環境の構成や教

材の工夫をする。 

・小学校への滑らかな接続となるよう、スタートカ

リキュラムやアプローチプログラムを見直し、実

践につなげていく。 

○小学校との交流や授業参観、事後研究会等に参加するこ

とによって、小学生の実態を把握したり指導内容や指導

方法について理解したりすることができた。 

○園の公開保育では、小中学校の先生に参加してもらい話

し合う機会をもったことで幼児教育への理解を進めるこ

とができた。 

○子どもの実態や支援の仕方について、小学校と何度も連

絡を取り合ったり話し合ったりすることで、子どもも保

護者も安心して学校生活を送ることができた。 

・数年前と比べると

交流の回数や内容

が変わり連携が進

んでいることを感

じた。 

教育課程 教育・保育活動の充実 

・夢中になって生活や

遊びに向かおうと

する園児を育てる。 

 

 

 

・心身共に健康な園児

の育成 

・園児が興味をもって、自分から素材・用具等に関わ

ることができるよう環境を整え、援助の方法を工

夫する。 

・様々な人やもの、自然との関わりの中で見たり触

れたりする機会をもち、不思議さや自分の思い通

りにならないもどかしさ、思いやりの気持ちなど、

多様な感情体験ができるようにする。 

・園児一人一人の個性や発達に即した多様な経験を

重ねる中で、充分に自己発揮して遊ぶ喜びや達成

感を味わい、自信をもって行動できるように環境

を整える。 

・自分でできることの範囲を広げながら、個々に合

わせて援助し、生活に必要な基本的生活習慣や 

○園児の興味・関心や発達に合わせて環境を整えることで、

興味をもったものを自ら遊びに取り入れたり繰り返し遊

んだり試したりする姿が見られた。 

○異年齢での活動を積み重ねることで、小さい組の友達に

対して優しく声をかけたり手をつないだりする姿が多く

見られるようになった。 

○園児一人一人の個性や発達に即した環境や活動を準備す

ることで友達と一緒に試したり工夫したりして好きな遊

びを十分に楽しむことができ、達成感を味わい自信をも

って行動する姿が増えてきた。 

○年に２回生活点検をしたり、登園が遅い家庭には懇談を

して生活リズムを整えることの大切さについて伝えたり 

・職員の仲の良さが

子ども達の育ちに

つながっている。

また、昨年と同じ

ではなく園児の姿

に合わせて活動の

内容も変化してい

る。 



 ・自他共に大切に思え

る園児の育成 

態度を身に付けることができるようにする。 

・体を動かす気持ちよさを感じられるよう多様な動き

ができる機会や場所、環境を充実するようにする。 

・自分の思いを表現し伝わる喜びが感じられるよう

に、全体の場で発表したり、友達同士で話したりす

る機会をつくる。 

・様々な年齢や立場の人との交流を実施し、どきどきわ

くわくするような感情体験が味わえるようにする。 

・生活や遊びの中で、自分の思いや考えを伝える、相

手の話を聞く、受け止めるなどの体験を通して互

いを認め合い大切にする心を育てる。 

したことで、早く登園する園児が増え生活習慣の見直し

につながった。 

○天候に応じて園庭や室内でマラソンやサーキットを継続

して続けることで多様な動きを経験することができ、体

づくりにつながった。 

○一人一人の思いを読み取り言葉に変えて伝えることで自

分から担任に伝えたり友達同士で話したりする姿が多く

見られるようになってきている。 

○クラスの担任が一人一人の思いを丁寧に読み取りじっく

り関わり、その思いをクラス全体に伝えることで子ども

同士で認め合う姿が広がりつつある。 

・誰に対しても挨拶

をしたり、話しか

けられると自分の

言葉で答えたりす

る園児が増えたこ

とはとても嬉しく

感じる。 

子育て支援 ・保護者と連携し、そ

れぞれの家庭に合

わせた支援をする。 

 

・支援を要する園児に

対しての支援策に

ついて園全体で考

える。 

・子どもの育ちや乳幼児期の教育・保育への理解を

深める機会をつくり、園児の健やかな成長を支援

する。（個人情報には十分留意しつつ、園だよりク

ラスだより、アプリを使っての動画配信等） 

・懇談会等で発達の状況を伝えたり家庭の様子を聞

いたりしながら、園児の課題や今後の方向性につ

いて保護者と共通理解し、医療や療育などの関係

機関と連携し、一人一人に合わせた支援ができる

ようにする。 

○登降園の際に園児の様子を詳しく伝えたり、たよりやア

プリなどを使っての動画配信を積極的に行ったりするこ

とで、園児の様子や成長している姿を共有することがで

きた。 

△懇談会や登降園の際に丁寧に園児の様子を伝えたり、懇

談をしたりして担任と保護者と共通理解することはでき

たものの、クラス懇談会を実施できなかったため、保護者

同士をつなぐ機会を十分に設けることができなかった。 

・アンケートの結果

からも保護者との

関係がうまくいっ

ていると感じる。

日頃から職員が丁

寧に関わっている

からだと思う。 

(A) 研修（教

員の資質向

上・人権教

育） 

・資質向上を目指し、

意欲的に取り組も

うとする職員を目

指す。 

 

・保育研究を継続的に

実施し、指導改善に

生かす。 

・園児一人一人に応じた指導をするため、各クラス

の職員同士が園児の発達課題を共有し、援助や環

境の工夫について話し合う機会をもつ。 

・職員同士が支え合い、協力し、高め合える職場環境

や子どもの姿を自然に語り合えるような雰囲気づ

くりをする。 

・全職員が研究テーマの目的・仮説・方法について具

体的に理解できるよう研修の場をもち、教育・保育

が意欲的に進められるようにする。 

○付箋を用いてのワークショップ形式で月反省を行うこと

で、新人職員も自分の意見を発表する機会がもて自信に

つながった。また、援助や環境について職員同士で意見を

出し合う姿が多く見られるようになった。 

△日々の業務に追われ、十分な研究の為の時間をつくるこ

とが難しかった。 

○職員同士が、活動や子どもの様子について語り合ったり

相談し合ったりする姿が多く見られるようになった。ま

た、職員同士が互いを認め合い思いやる姿を見せる事で、

園児の中にも遊びや生活の中で励ましたり認めたりする

姿がたくさん見られるようになった。 

・長時間園児がいる

中で研修したり保

育を振り返る時間

をつくることは難

しいと思うが、日

頃から園児の様子

について語り合う

だけでも学びにな

っているのではな

いか。 

次年度に向

けた改善の

方向性 

・一年生との交流や小中学校の教員との交流の内容を検討し、また公開保育を通じてより子どもの育ちへの理解を深められるようにする。 

・クラス懇談会や参観を通じて保護者同士がつながることができるような機会をつくる。 

・園児の姿や活動を振り返り、子どもの発達や内面について園内研修を重ね、より深く理解できるようにする。 
 


